
■旅行期日：令和5年10月14日（土）～15日（日）１泊２日【Ａプラン】
■旅行代金：お一人様 ７２，０００円 （税込/和室定員利用）

■募集人員：３５名様 ■締切り日：９月30日（満員になり次第締め切ります）

日次 スケジュール（変更になる場合があります。添乗員は付きません） 食事

10/14 新大阪駅集合⇒⇒高野山壇上伽藍⇒イベントスタート・終了⇒宿坊へ（夕食、お風呂） 朝×
（土） 11:45集合12:00出発 14:30到着 15:00 ～17:00頃 17:30頃 昼×

宿泊予定高野山宿坊：光台院又は、宝善院又は、西門院 夕

10/15 宿坊⇒護摩堂・護摩供養と寺院見学⇒天風にてランチ⇒奥の院案内と奥の院敷地内 朝
（日） 9:30 9:45/10:00 11:30 11:45 12:30 12:45 昼

護摩供養⇒永坂嘉光写真展⇒角浜ごま豆腐本舗でショッピング⇒⇒新大阪駅到着解散 夕×
15:15 15:30 16:00 16:15 17:00 19:30頃到着

［弘法大師御誕生1250年世界遺産壇上伽藍北側特設会場イベント］
高祖弘法大師により草創され上杉謙信の祈願所だったお寺での護摩供養、弘法大師がいらっしゃる奥の院案内と敷地内での護摩供養などが行程に
入っています。
［弘法大師御誕生1250年記念～感謝と祈りの御奉納～］
〈イベント内容〉金剛峯寺僧侶読経、アカデミー賞受賞作品“映画「おくりびと」”滝田洋二郎監督とフリージャーナリ
スト、安田純平によるトークショー。ヒーリングシンガー、深結による祈り歌奉納と参加者との祈り合わせ。空海につい
て読み語り、大村真吾、他。

旅行申込み方法・要項及び注意事項・国内旅行条件 ※別途送付する旅行取引条件書面を必ずご確認下さい。

【参加の注意事項】○新大阪駅までの交通費は含みません。○保険証、念珠、雨具などご持参下さい（傘は不可です）※宿坊は、相部屋となります。１人部屋はご
ざいません。※宿坊での食事は、精進料理となります。個別でのリクエスト対応はできません。※移動に関するご質問などは、対応出来かねますのでご了承下さい。※雨
天や他の事情で予定の変更の可能性もあります。内容の性質上その分の返金やクレームはお受け出来ませんのでご了承下さい。※旅行日程に明示した料金、宿泊費、及び
消費税等諸税などの費用は、お客様の都合により一部利用されなくても払い戻し致しません。※その他、注意事項などお伝えしていく事などのご理解、ご協力宜しくお願
い致します。
【10月14日の奉祝会場について】奉祝会場は、壇上伽藍金堂北側の特設会場です。壇上伽藍や会場周辺には、一般の参拝客の方々も多くいらっしゃいますの
で、混乱を少しでも緩和していきたいと存じます。ご理解とご協力をよろしくお願いします。本会場は、寺院境内ですので、禁煙・飲食禁止です。本公演は野外ですの
で、雨天時の雨具（傘は不可）のご用意、又、防寒のご準備を各自必ずお願い致します（高野山は、標高約800mの山上盆地です）。クロークは、ございません。席は、自
由席となります。受付終了後、係員の指示にしたがって下さい。
【ツアー代金に含まれるもの】新大阪駅発着の交通費、宿坊宿泊代（１泊２食付）、２日目のランチ代、特別護摩参加費（護摩木１本付）、奥の院ガイド代、
奥の院敷地内特別護摩参加費（護摩木１本付）、弘法大師1250年イベント参加費、お布施など
【ツアー代金に含まれないもの】新大阪駅までの交通費、個人的性質の費用（個人での飲食、お土産代、個人での移動費他）、１名分以外の護摩追加費用、高
野山写真展案内など
（現地での交通機関は、こちらを参照下さい⇒http://www.rinkan.co.jp/koyasan/timetable/）
【申込み方法】下記申込先に下記の必要事項記入の上、メール又は、ＦＡＸでお願いします。
①氏名②氏名ふりがな③住所④住所ふりがな⑤生年月日⑥年齢⑦連絡先（携帯など）⑧メールアドレス⑨緊急連絡先⑩緊
急連絡先の方とのご関係（兄弟、両親など）⑪申込みプラン名⑫振込予定日⑬振込名義とふりがな⑭紹介者⑮同行者※緊
急連絡先などは、現地で緊急な連絡が必要な場合のみ使用致します。※個人情報などは、必要以外に使用致しません。
【申込先】○国際医橋株式会社 島根営業所 メール akiofu@gmail.com FAX 0853-53-6020
○振込金額 ７２，０００円 ○振込口座 PayPay銀行 ビジネス営業部 普通 3674312 コクサイイキョウ（カ

《旅行企画・実施》東京都知事登録旅行業第2-7745号国際医橋株式会社
島根営業所 〒699-0722島根県出雲市大社町北荒木854-3 出雲観光タクシー内
TEL０８５３－２５－７２０１・FAX０８５３－５３－６０２０ 旅行業務取扱管理者 福島彰男
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